




研究方法 

大野班は前年度に引き続き,東京歯科大学市川病院産婦人科および慶応病院産婦人科家族

計画相談所において人工授精を実施し妊娠した症幌を対象とし,とくに本年度は排卵誘発

療法を併用した例について,妊娠経過,分娩様式,出生児の生下時体重,身長,性比その他の

項目についてアンケート方式あるいはインタビュー方式で検討した。研究協力者の楠田ら

は九州大学病院不妊外来において3年1ヵ月の期間中,不妊治療によって妊娠した326例中

,300 例について妊娠の転婦と妊娠成立周期にうけた不妊診療との関係,新生児の異常につ

いて検討した。 

飯塚班では前年度より引き続いて体外授精を実施する以前に慎重に検討すべきいくつかの

点が未だ存在することを考慮して,これらの諸点の中から卵採取手技をとくに本年度の研

究目標とした。この研究では目標を二つに分け,第一に腹腔内卵巣中の卵胞の成熟判定の方

法の開発,第二の成熟至適卵の腹腔内卵巣よりの実際の採取手技の検討とした。一方研究協

力者の森らは,ヒト試験管内の基礎的条件の検討として,本年度はヒト卵の性周期各期にお

ける採取時期と精子貫入率の相関から至適採卵時期を研究した。 

和久班は男子不妊症の一因である停留睾丸について成熟雄ラットに実験的停留睾丸を惹起

させ,この睾丸の血管系の電顕的観察からその不妊機序をさぐった。一方,研究協力者の星

らは ir vitro の受精システムを用いて,その培養液中の Ca＋＋,Mg＋＋がヒトの受精に与

える影響について検討を加えた。 


